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１階　風除室
■工　事　名　称：ＤＰＬ群馬太田新築工事
■建　設　地：群馬県太田市吉沢町
■建　築　主：大和ハウス工業株式会社群馬支店
■設計・監理：大日本土木株式会社東京一級建築士事務所
■施　　　工：大日本土木株式会社東京支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：２階
■主　要　用　途：倉庫業を営む倉庫、事務所
■工　　　期：年３月日～年３月日

（写真提供：大日本土木）

　当社が群馬県太田市で開発を進めて
いたマルチテナント型物流施設「ＤＰ
Ｌ群馬太田」がこのたび、完成致しま
した。群馬県内で当社が開発を手掛け
る五つ目の物流施設で、旺盛な物流需
要に対応するものです。北関東自動車
道太田桐生ＩＣまで約．㎞のところ
に位置し、利便性が高く、東北自動車
道岩舟ＪＣＴや、関越自動車道高崎Ｊ
ＣＴ、上信越自動車道藤岡ＪＣＴなど
にも短時間でアクセスできます。
　首都圏全域をはじめ関東や東北、甲
信越などの各地域への配送に適し、各
地域への中継物流施設としても活用が
でき、トラックドライバーの時間外労
働の上限規制が適用される「年問
題」の課題解決にも寄与できます。
　本施設は、産業団地「太田リサーチ
パーク」内にあることから、周辺の産
業団地「おおた渡良瀬産業団地」など
の工場で生産する商品保管場所として
も利用が可能です。複数のテナント企
業が入居でき、各区画に荷物用エレ
ベーターを１台採用するともに、各区
画での垂直搬送機の新設もできます。
各区画には事務所を設置するなど、テ
ナント企業の多様なニーズに対応が可
能で、今の物流業界における市場環境
の変化に伴った幅広い物流ニーズに応
えて参ります。


